
（別紙３）

～ 2025年　10月　31日

（対象者数） 14名 （回答者数） ９名

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 13名 （回答者数） １２名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者様によっては関わり方に自信を持つことが

出来ずに家庭と療育先で児童が大きく違った姿を

見せることもあるようです　細かい情報を共有す

ることができるよう努めたいと思います

2

より多くの児童の個別療育を継続していく

ために安定したご利用とご利用曜日を定め

させて頂いています

3
児童がお互いを思いやるために色んな児童

が居る事を知る機会を作っています

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

町のお祭りへの出店や作品展を開催してい

ます　継続して地域の方の関心に繋げてい

きたいと思います

2

3

児童発達支援の利用から就学後の放課後デ

イサービスの利用に繋げることができる

早めに児童発達支援を開始していただくこ

とにより、児童が自信を持って取り組むこ

とができる経験を伸ばすことができていま

す

活動内容によって使い分けることができる

空間作り

スケジュールを設定しながら心理士による

個別面談、作業療法士による個別うんどう

療法、小集団うんどう遊びを提供していま

す

医療的ケア児童の受け入れ

看護師を配置している為、医療的ケアを必

要とする児童のご利用も可能です

感染症対策の為の環境設定にも配慮してい

ます

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の方との繋がり

事業所内での取り組みや支援を見ていただ

く機会があるわけではないのでどのような

事業が行われているのかが伝わり辛いと思

います

2026年　1月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービスるんるん

○保護者評価実施期間
2025年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


